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V57b 多天体近赤外線撮像分光装置の開発 I. 2K×2K HgCdTe駆動回路
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すばるカセグレン焦点の視野、φ6分角の約 80%を 2個の 2048×2048 HgCdTe赤外線センサー (HAWAII2)で
覆い、波長 0.8µm∼ 2.5µmでの撮像観測と中・低分散分光観測を行う装置Multi-Object Infrared Camera and
Spectrograph (MOIRCS)を開発している。焦点面においた冷却アパーチャーマスクによってマルチスリットに
よるＫバンドでの多天体分光を可能にする。多数のマルチスリット板を一度に搭載でき、簡単に交換可能な構造
となっている。本講演ではこのMOIRCSの受光部分に使われる HAWAII2を制御駆動するために開発したシス
テムを報告する。
安価に製作でき、保守が容易になるようにデータ取得とコントロールにはDOS/Vパソコンと Linuxを採用し
た。パソコンの PCIバススロットに 1GFLOPSの DSP ボードと絶縁 PIOボードを搭載し、HAWAII2駆動回
路にクロック信号を送る。DSPボードには 16MBのメモリが搭載されており、HAWAII2から読み出された画像
データは一時ここに保存され、必要ならば画像の足し合わせなどの演算処理がなされ、パソコンに転送される。
HAWAII2では 4または 32の読み出し口を利用できるが、本システムでは 4口の読み出しモードを採用している。
HAWAII2を直接駆動するフロントエンド回路は、4chプリアンプ、4chADC、クロックドライバ、バイアス電源
などの各ボードで構成されている。本システムのリードアウトノイズは画素当たり 500kHzの読み出し速度で約
1.3ADUである。本システムはDSPボードを増設することで 1台のパソコンで複数のHAWAII2を駆動でき、ま
たモザイク CCDカメラなどにも応用が可能である。本システムを用いて HAWAII2 のマルチプレクサの駆動を
行い、正常に読み出すことができることを確認した。


